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 参考事項
WiseAIアプリケーションによって対応する動画分析の種類及び詳細な機能が異なる場合があります。

AI

 参考事項
全チャンネルの AIイベントを有効にするには、カメラのセンサーモードを15fpsに設定して
ください。１つもチャンネルのみAIイベントを有効にする場合、カメラのセンサーモード
を25fpsか30fpsに設定できます。センサーモードは、カメラのウェブビューアの[設定]>[ビ
デオ&オーディオ]>[カメラ設定]メニューから変更できます。

除外エリア

除外エリアの設定
画面上にマウスで4つの点を選択して繋ぐか、マウスをドラッグして四角形を描くと除外エリア
が設定されます。除外エリアは最大8つまで設定できます。

除外エリアの変更
設定した除外エリアの頂点を動かし、除外エリアのサイズを変更できます。
多角形を作るためには、作られた四角の線を選択した後、[+]記号が表示されたら[+]記号をクリ
ックして頂点を追加します。最大4つの点を追加して希望する多角形を作られます。
除外エリアを選択してマウスでドラッグすると、除外エリアの位置を移動できます。

除外エリアの削除
[リスト]で削除したい除外エリアの上にマウスを当てると、削除アイコンが表示されます。除外
エリアを削除するには、削除アイコンをクリックします。

除外エリア名の変更

分析(WiseAI)

動画分析に対するルールを設定できます。

チャンネル別にAI イベントの全ての機能を一括で有効にしたり無効にしたりできま
す。
トグルボタンを[On]から [Off]に変更すると、該当チャンネルの全てのAI機能が無効に
なります。[Off]から [On]に変更する場合、該当チャンネルのAI機能がリセットされ対
象物検知機能のみ有効になり、他の機能は無効になります。[AI]で[On]か [Off]に設定を
変更してもライン設定や領域設定など、各AI機能の詳細設定はそのまま維持されま
す。

動画分析時に検知から除外したい領域を設定します。設定した除外エリアは、[分析]内
のすべての機能動作時に適用されます。
チャンネル番号を選択した後、チャンネル別に除外エリアを設定できます。



[リスト]から除外エリアをダブルクリックした後、違う名前を入力します。アルファベットと数
字のみ入力でき、最大63文字まで入力できます。

対象物検知

 要チェック
プライバシーマスク領域を設定した場合、プライバシーマスク領域内の対象物は検知しませ
ん。
次の場合、誤検知が発生することがあります。
物体が画面の背景と類似した明るさ又は色の場合
場面転換などの要因により多数の動きがランダムで継続的に発生する場合
固定している物体が同一位置で持続的に動きがある場合
任意の多数の物体がそれぞれ異なる物体を遮る場合
物体の動きが速すぎる場合
直射日光、照明、自動車の前照灯など、強い光による反射/滲み/影が発生する場合
雪、雨、風などがひどかったり、日没、日の出などの場合
動く物体がカメラに近接する場合

BestShot

 要チェック
検知された対象物に対し、対象物別のベストショット条件を満たせない場合は、ベストショッ
トが発生しないこともあります。

検知除外エリアの対象物データ使用

除外エリアに設定されたエリアで検知した対象物のメタデータは基本的に転送しませ
ん。除外エリアで検知した対象物の情報と各対象物の詳細属性に対するメタデータを
転送するには、[検知除外エリアの対象物データ使用]オプションを有効にします。

設定した対象物の動きを検知します。複数の対象物(人、車両など)の中から１つ以上の
複数オプションを選択でき、車両の場合は詳細タイプを選択できます。
対象物検知イベントを有効にするには、上部のトグルボタンを[On]に選択します。
[WiseDetector]セクションには、[デバイスマネージャー]の[WiseDetector]からカメラに
割り当てた対象物が表示されます。
チャンネル番号を選択した後、チャンネル別に対象物検知タイプ及び最小観察時間を
設定できます。

最小観察時間

検知したい動きの持続時間を指定します。設定した時間よりもっと長く対象物の動き
が続く時、対象物検知と認識します。

人、顔、車、ナンバープレートからベストショットイメージを生成したい対象物を選
択します(重複選択可能)。ベストショットは、画像で検知された対象物の中から最も信
頼度が高い対象物をイメージで抽出したものです。カメラによってベストショットイ
メージのみを転送することもでき、ベストショットイメージと対象物属性情報のメタ
データを一緒に転送することもできます。
チャンネル番号を選択した後、チャンネル別にベストショットイメージを抽出する対
象物を設定できます。



仮想ライン

仮想ラインの設定
動画画面からラインの始点と終点をそれぞれクリックすると、仮想ラインが設定され、[リスト]
に設定した仮想ラインが追加されます。仮想ラインは最大8つまで設定できます。
仮想ラインの真ん中の矢印をクリックすると、方向をAからBへ、BからAへ、双方向に変更で
きます。

仮想ラインの変更
設定した仮想ラインの頂点を動かし、仮想ラインのサイズを変更できます。
仮想ラインをマウスでクリック＆ドラッグし、仮想ラインの位置を変更できます。
また、仮想線の上にマウスを置くと[+]記号が表示されます。 [+]記号をクリックして頂点を追加
し、頂点を移動してさまざまな形状の仮想線を作成できます。 頂点の上にマウスを置くと[-]記
号が表示され、[-]記号をクリックすると頂点が削除されます。

仮想ラインの削除
[リスト]で削除したい仮想ラインの項目の上にマウスを当てると、削除アイコンが表示されま
す。削除アイコンをクリックし、仮想ラインを削除します。

仮想ラインの名前を変更
[リスト]で仮想ラインの名前をダブルクリックした後、違う名前を入力します。アルファベット
と数字のみ入力でき、最大63文字まで入力できます。

対象物の指定
[リスト]で仮想ラインを選択した後、[対象物]から該当する仮想ラインで検知したい対象物を選
択します。

 要チェック
次の場合、誤検知が発生することがあります。
物体が画面の背景と類似した明るさ又は色の場合
場面転換などの要因により多数の動きがランダムで継続的に発生する場合
固定している物体が同一位置で持続的に動きがある場合
任意の多数の物体がそれぞれ異なる物体を遮る場合
2つ以上の物体が重なっていたり、1つの物体が多数に分かれている場合
物体の動きが速すぎる場合
直射日光、照明、自動車の前照灯など、強い光による反射/滲み/影が発生する場合
雪、雨、風などがひどかったり、日没、日の出などの場合
動く物体がカメラに近接する場合
カメラのOSDメニューを操作する場合

IVAエリア

ユーザーが設定した仮想ラインと方向を基準に対象物が通り過ぎることを検知しま
す。仮想ラインごとに検知する対象物を設定でき、検知する対象物は1つ以上の複数を
選択できます。
仮想ラインイベントを有効にするには、上部のトグルボタンを[On]に選択します。
[WiseDetector]セクションには、[デバイスマネージャー]の[WiseDetector]からカメラに
割り当てた対象物が表示されます。
チャンネル番号を選択した後、チャンネル別に仮想ラインと対象物タイプを設定でき
ます。



仮想エリアの設定
画面の希望する位置にマウスで4つの点を選択して繋ぐか、マウスをドラッグして四角形を描く
と仮想エリアが設定され、[リスト]に設定した仮想エリアが追加されます。

仮想エリアの変更
設定した仮想エリアの頂点を動かし、仮想エリアのサイズを変更できます。
多角形を作るためには、作られた四角の線を選択した後、[+]記号が表示されたら[+]記号をクリ
ックして頂点を追加します。最大4つの点を追加して希望する多角形を作られます。
設定した仮想エリアを移動するには、マウスで該当するエリアをクリックした後にドラッグし
ます。

仮想エリアの削除
[リスト]で削除したい仮想エリアの項目の上にマウスを当てると、削除アイコンが表示されま
す。削除アイコンをクリックし、仮想エリアを削除します。

仮想エリア名の変更
[リスト]で仮想エリア名をダブルクリックした後、違う名前を入力します。アルファベットと数
字のみ入力でき、最大63文字まで入力できます。

対象物の指定
[リスト]で仮想エリアを選択した後、[対象物]から該当する仮想ラインで検知したい対象物を選
択します。選択した対象物に対する分析タイプを次の中から選択します(重複選択可能)。
進入：仮想エリアの外部から線を通過して内部へ進入する対象物を検知。
退出：仮想エリアの内部から線を通過して外部へ出る対象物を検知。
侵入する：仮想エリア内で設定した時間以上に出現した対象物を検知。検知したい件の最
小持続時間を設定できます。
うろつく：仮想エリアの内部から設定した時間以上に徘徊する対象物を検知。検知したい
件の最小持続時間を設定できます。

 要チェック
次の場合、誤検知が発生することがあります。
物体が画面の背景と類似した明るさ又は色の場合
場面転換などの要因により多数の動きがランダムで継続的に発生する場合
固定している物体が同一位置で持続的に動きが発生する場合

動画画面に仮想の関心エリアを設定でき、設定した対象物の該当エリアへの出現、消
失、進入、退出、侵入する、うろつくなどを検知します。仮想エリアごとに検知する
対象物を設定でき、検知する対象物は1つ以上の複数を選択できます。
IVA領域イベントを有効にするには、上部のトグルボタンを[On]に選択します。
[WiseDetector]セクションには、[デバイスマネージャー]の[WiseDetector]からカメラに
割り当てた対象物が表示されます。
チャンネル番号を選択した後、チャンネル別に映像分析を設定できます。

出現/消失

仮想エリア内に存在しなかった対象物が領域のラインを通過せずに領域内部に現れ、
一定時間以上に観察されるか(出現)、領域内に固定されて存在していた対象物が領域内
部から消えること(消失)を検知します。[最小観察時間]から設定した時間より長く持続
される場合にのみ、出現/消失で検知します。
仮想エリアごとに最小検知観察時間を別々に指定できます。



任意の多数の物体がそれぞれ異なる物体を遮る場合
2つ以上の物体が重なっていたり、1つの物体が多数に分かれている場合
物体の動きが速すぎる場合
直射日光、照明、自動車の前照灯など、強い光による反射/滲み/影が発生する場合
雪、雨、風などがひどかったり、日没、日の出などの場合
動く物体がカメラに近接する場合
カメラのOSDメニューを操作する場合

バックアップ/リストア

共通設定

設定(WiseAI)

WiseAIアプリケーション設定をバックアップ及びリストアしたり、ログ情報を確認できます。WiseAIアプリケーシ
ョンごとに対応する詳細設定オプションが異なる場合があります。
[検知ガイド]ボタンをクリックすると、人、顔、車両、ナンバープレートの検出に最適な推奨条件を確認できます。

WiseAIアプリケーションの現在の設定情報をバックアップして保存した後、希望する
設定にリストアできます。また、WiseAI アプリケーションのすべての設定を初期化で
きます。

バックアップ/リストア

[バックアップ]ボタンをクリックすると、バックアップファイルが生成されます。
[バックアップ]ボタンをクリックした後、バックアップファイルを選択すると、該当す
るリストアファイルを基準に設定がリストアされます。

工場出荷状態に初期化

[初期化]ボタンをクリックすると、ユーザーが設定したすべての設定状態が初期化され
ます。

バージョン情報

WiseAIアプリケーションのバージョン情報とAI学習モデルバージョンをそれぞれ表示
します。

動画分析及び統計内のすべての機能の動作時に共通して同じに適用される詳細設定を
指定します。

最小サイズ

検知する最小対象物サイズを設定します。設定された最小サイズ以下の対象物は検知
から除外されます。



 要チェック
信頼スコアが低いオブジェクトを検出すると、誤検知が増える可能性があります。

ログ

最大サイズ

検知する最大対象物サイズを設定します。設定された最大サイズ以上の対象物は検知
から除外されます。

感度

検知の感度を設定します。感度の値が大きければ信頼度が低い対象物まで検知しま
す。

主要事件のログ情報を確認し、ログ情報をファイルで保存します。

システムログ

システム変動事項に対して日付＆時間と詳細情報を確認できます。
ログタイプ

選択したログタイプをテキストファイルにエクスポートできます。
バックアップ

選択したログタイプをテキストファイルにエクスポートできます。システムログをエ
クスポートするには、[バックアップ]ボタンをクリックします。

イベントログ

システムで発生したイベントに対して日付＆時間と詳細情報を確認できます。
ログタイプ

選択したイベントの発生日付＆時間と詳細情報を確認することができます。Allを選択
すると、システムで発生したすべてのイベントに対して日付＆時間と詳細情報を確認
できます。
バックアップ

選択したログタイプをテキストファイルにエクスポートできます。イベントログをエ
クスポートするには、[バックアップ]ボタンをクリックします。
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